


3.スピーカーを本体（後）に 
つば付きネジでとめる。 

64 Otona no Kagaku 65ふろくの組み立て方と使い方

【テルミンmini 構造図】
テルミンは、2つの周波数のうなりを

利用して音を出す電子楽器です。

スピーカー

スイッチレバー
（ONとOFF、音量
の大、小を切り替
える。演奏中の音
量は変えられない）

電池
（単三乾電池4本）

チューニング用の
ボリューム
（2つの周波数を調整
するボリューム）

アンテナ

回路
（2つの周波数を
生み出す）

本体を組み立てよう
本体（下）に脚を差し込んで
ネジ（小）でとめる。

脚をつける。1

回路基板を組み込む。2

3.スピーカーを本体（後ろ）にはめ
込み、つば付きネジでとめる。

4.アンテナと接点金具を
つば付きネジで本体（下）
にとめる。

1 .アンテナに
アンテナ押さ
えをつける。

2.①本体（上）の穴に、アン
テナを通す。②アンテナ押
さえを差し込む。③本体（後
ろ）を本体（上）の溝にスライ
ドさせて、差し込む。

指で本体（上）と（下）をしっかり押
さえながらネジでとめる。

本体（上）をつける。3
※電池の＋極と－極を
間違えないようにする。

4.本体（下）の電池ボックスに電池を入れて、ふたをはめる。
アンテナに手を近づけると高い音が鳴り、
遠ざけると低い音が鳴る。音程は無段階で
切れ目なく変化する。

できあがり

ドライバーを磁化させる方法

67ページにある
ミニ楽譜を切り
取ってのせよう。

演奏者の手

ネジ（小）

ネジ
（小）

ネジ（小）

本体（下）

脚

脚
脚

脚

スピーカーには強力な磁石が使
われている。スピーカー裏側の
磁石にドライバーの先を同じ方
向に数回こすりつけると、磁化
されてネジがつくようになる。
試してみよう。

ドライバー

※磁化されたドライバーの先に
ネジをつけると作業しやすい。

ネジ（小）

ネジ（小）

ネジ（小）

ネジ（小）

※コネクタをこ
の位置から外に
出しておく。

本体（下）

コネクタ

赤

黒

回路基板

1.本体（下）に回路基板をはめて、
ネジ（小）でとめる。

※スピーカー端子がネ
ジにあたらないように
とめる。

※上下の
向きに注
意する。

※力を入れて
パチンとはめる。

つば付きネジ

本体（後ろ）

アンテナ

つば付きネジ

コード

本体（下）

アンテナ

アンテナ
押さえB

アンテナ
押さえA

※アンテナの先はかぎ状になっ
ているので、指などを引っかけ
てけがをしないように注意する。

※このでっぱりでアン
テナ押さえをとめる。

※アンテナ押さえ
はどちらを外側に
してもよい。

アンテナ

本体（上）

本体
（後ろ）

本体（下）

溝

3.①スイッチレバーを回路基板上にあるスイッチにかぶせる。
②本体（上）を本体（下）にはめてネジ（大）でとめる。

スイッチレバーの穴にスイッチ
のつまみがはまるようにする。

本体（上）

本体（下）

スイッチレバー

スイッチ

ネジ（大）

つまみ

穴

電池ボックスのふた

接点金具

回路基板

※スピーカーのコードは取れやす
いので注意する。透明コーンはへ
こみやすいので、なるべく触らな
いようにする。

※スピーカーのコード
は取れやすいので、
コードに力がかから
ないように注意する。

2.回路に電池ボックスのコネクタを差し込む。
※向きに注意し、しっかりと差
し込む。

回路基板

①

②

③

※絵をよく見
て、回路をは
める向きに注
意する。

溝

※溝に差し込み、スライドさせて
しっかりはめる。

※脚をしっかり本
体（下）に差し込
んだ状態で、ネジ
どめする。差し込
みが甘いと、その
まま固定されてガ
タついてしまう。

ふたについている
チューニング棒を
はずしておく。

アンテナはつめの間に通す。

つめ

※透明のコ
ーン部分は
振動して音
がでるとこ
ろなので、
触らないよ
うにしよう。

※アンテナが
おれないよう
に注意する。

①

②



チューニング棒を回すコツ

アンテナ

大 小

スイッチレバー

チューニングしよう
1.スイッチレバーを本体から引
き出す。ピーという音が鳴る。
（音が鳴らない場合もあるが問題
ない。）音量は大小の2段階。

チューニングをする。2
チューニングとは？1

3.左のボリュームを、チューニン
グ棒で右や左に大きく回して、音
が高くなったり低くなったりする
か確認する。また音が鳴らない部
分もあることを確認する。

4.左のボリュームを右いっぱいに回してから、少しずつ左に回
していく。下の右図のように音程が下がっていき、音が鳴らな
くなったら、ほんの少し戻して音が鳴るところで止める。

左手を固定したまま右手を動かして、ドレミファソラシドを
探してみよう。くわしい演奏のしかたは、本誌とじ込みの「弾
き方ブック」を見よう。

音を出してみよう

音は境目がなく連続している。手を1mm 動かしただけでも音
程は変わってしまうので、ていねいに根気よく音階を探してみ
よう。

演奏のときにアンテナを揺
らしてみよう。音が不安定
になりビブラートがかかっ
たようになる。

テルミンは、2つの周波数（耳に聞こえない）を発振させて音
を鳴らしている。本体にある2つのボリュームは、それぞれの
周波数を変えるためのもの。チューニングは、このボリューム
をチューニング棒で回して行う。

ボリュームを回してチューニングをする

チューニングには、
微妙な調整が必要です。
根気よく調整しよう！

チューニング棒

しっかり穴に差す。

ボリューム

ひじをテーブルにのせると
安定しやすい。

左手は固定
したまま。

演奏する手はできるだけ
水平に移動させる。

約2オクターブ

演奏する手

※音が鳴らない部分がない場合は、右のボリュームを右か左に少し回す。再び左のボ
リュームを回して、音が鳴らない部分ができたか確認する。ない場合は、右のボリュ
ームをさらに大きく回してみる。

※周りに動いているも
のがあるとうまくチュ
ーニングできない。本
体からなるべく遠ざけ
る。

※こちらのボ
リュームは基
本的には動か
さない。

低い音高い音 音が出ない

ゼロポイント

演奏する手

テルミンは、演奏者を含めた周りの環境にとても影響されや
すい。そのため演奏前に演奏者自身で毎回チューニングをす
る必要がある。具体的にチューニングとは、ゼロポイント（音
が下がりきって発音しなくなる状態）を標準の状態に戻すこ
とをいう。理想のゼロポイントは、下図のようにアンテナか
ら20cmくらい離れたところだが、前に5cmくらいずれていても
十分演奏できる。HPでは動画でやり方を紹介しているので参
考にしよう。http://otonanokagaku.net/magazine/vol17/

アンテナ

ここで左のボリュームを
止める。

約20cm

音

ボリューム

高

低

0

ブー

ブ～
！

ミニ楽譜

で
切
り
取
っ
て
テ
ル
ミ
ン
の
譜
面
台
に
の
せ
て
使
お
う
。

ミ
ニ
楽
譜
の
音
源
が
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
の
で
、
一
緒
に
演
奏
し
て
み
よ
う
。

http://otonanokagaku.net/m
agazine/vol17/

※最初に音が鳴らなくなったら、少
し戻して音が鳴り始めたところで止
める。戻しすぎないように注意する。

※ほんの少し戻す。

音量

※音が大きすぎる
ときは、スピーカ
ーの穴をティッシ
ュや粘着テープな
どでふさいで調節
しよう。

※実際に演奏する場所でチューニングをする。平らな
安定した場所（木のテーブルなど）がよい。スチール
デスクは影響を受けやすいので避けよう。 粘着テープ

チューニング
が完了したら、
この状態で左
手を固定して
おく。

※スイッチを入れた
直後は、チューニン
グが安定しないこと
がある。そのときは2
～3分ほどスイッチを
入れたままにし、そ
れから再びチューニ
ングをしてみよう。

a-1 a-2

b-1 c-1

※ボリュームの調
整次第では、左手
を添えなくてもうま
くチューニングで
きる。挑戦して
みよう。

最後の微調整のときは、棒を回すというよりも、棒の位置
はそのままで、回転方向に少しだけ力を入れるという感覚
だ。それほど微妙な調整が求められる。

ミオ～
ン！

※人差し指は、
なるべく脚の上
のほうをつかむ。

5.演奏する手をアンテナから
20cmくらい離れたところ
（ゼロポイントにしたいとこ
ろ）にもってくる。このと
きまだ音は鳴っている。

※演奏する手は
そのままの位置
で次のチューニ
ング作業を行う。

※左手は動か
さない。

6.脚のつけ根をつかんでい
た左手を、ゆっくり脚の下
の方に下ろしていき、音が
鳴らなくなった場所で止め
る。

チューニング完了

音が鳴る範囲

※演奏する手はゼロポイ
ントにしたい位置に固定
したまま。

ゼロポイント

演奏する手
約20cm

約20cm

※左手を脚から下ろしても
音が鳴り続ける場合は、手
を本体から離していく。
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左手をいくら離しても音が鳴り続ける場合は、ほんの少
しだけ左のボリュームを左へ回してから（回し過ぎに注
意）、再び 5 からの作業をする。

2.下図のように本体を左手で押さえながら、チューニング棒の
先で左のボリュームを回してチューニングをする。左手も重要
な役割を担っているので、ボリュームを回しているときは、左
手は動かさないようにする。

※アンテナの先はかぎ状になっているので、指
などを引っかけてけがをしないように注意する。

ミョンミョンアンテナを揺らすと
ビブラートを楽しめる

※左のボリュ
ームを右から
左へ回すと、
高音→低音
→無音→低
音→高音と変
化する。




